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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、インターネット上のクチ
コミ（以下「ネットクチコミ」と呼ぶ）が受
信者に及ぼす影響に関して、以下の３点を実
験によって明らかにすることである。 
 
（１）ネットクチコミの質的影響 

ネットクチコミの発信者に対して受信者
が認知する類似性には、さまざまなものがあ
るが、これを本研究ではネットクチコミの質
的影響として捉えている。このうち「属性の
類似」と「属性間の関係の類似」が受信者に
及ぼす影響を測定することが１つめの目的
である。 
 
（２）ネットクチコミの量的影響 

ネットクチコミを参照する受信者は、同じ
関心対象に関する多数のネットクチコミを
参照し、その意見分布やネガティブ・ポジテ
ィブ比率の判断などを意識的・無意識的に行
い、そこから自らの意見に影響を受ける。こ
のような多数のネットクチコミによる影響
を本研究では量的影響と捉える。本研究の２
つめの目的は、この量的影響において、ポジ
ティブなクチコミとネガティブなクチコミ
の比率が及ぼす影響を測定することである。 
 
（３）質的影響と量的影響の比較 

以上のネットクチコミの質的影響と量的
影響のどちらが、より受け手に強い影響を及
ぼすのかを比較することが、本研究の３つめ
の目的である。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）当初の研究計画とスケジュール 
４カ年計画の初年度には、質的影響を測定 

するための実証用 Web サイトの設計を進め
ながら、同時進行で過去の認知心理学におけ
る類似性認知に関する先行研究のレビュー
を行った。結果として実験における類似性操
作の方法に本研究の申請時の段階より、かな
りの進展があった。 
このため、当初の計画では初年度が質的影

響に関する実験実施、２年目が量的影響に関
する実験実施、３年目が両者の比較実験の実
施、４年目が成果発表というスケジュールを
想定していたが、予定を以下のように組み替
えた。 
 
（２）本研究の改訂後のスケジュール 
１年目は質的影響に関する実証用 Web サ

イトの設計・構築と動作チェックをかねたパ
イロット実験の実施、およびサイトの改良。 
２年目は質的影響に関する本実験の実施。 
３年目は量的影響と質的影響との比較を

行うための実証用 Web サイトの設計・構築
と動作チェックをかねたパイロット実験の
実施、およびその結果を踏まえた改良。 

４年目は量的影響と質的影響の比較のた
めの本実験の実施。 
 
（３）研究の進捗状況 
以上のような改訂後のスケジュールに沿

って進められている本研究では、３年目まで
の予定は順調に経過している。１年目に設
計・構築した Web サイトを利用して２年目
に質的影響に関する本実験を実施し、成果を
発表した。３年目にあたる本年度は量的影響
と質的影響を比較するための Web サイトの
設計と構築が完了し、パイロット実験を実施
した。 
これを踏まえて、最終年度にあたる平成２
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３年度には本研究の最終目的であるネット
クチコミの量的影響と質的影響を比較する
ための本実験を実施する予定である。 
 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 
 
改訂後のスケジュールに沿って本研究は

順調に研究が進んでいるが、これに加えて以
下の（１）に述べるように、前半 2 年間に当
初の計画を超える成果が得られたため。 
 
（１）前半の 2 年間 
質的影響に関する研究を行った１年目と

２年目には、質的影響についての仮説に大き
な進展があり、これにもとづいて２年目に行
った実証実験ではネット上の類似性認知に
おいて属性間の関係が及ぼす影響に関して、
結合関係が利用意向に及ぼす強い影響とい
う、きわめてユニークな発見があった。 

 
（２）後半の 2 年間 
量的影響に関する研究を行う３年目と４

年目は、質的影響との比較という本研究の最
終目的と同時に進めるスケジュールとして
組み直したが、３年目の本年度は順調に設計
と構築作業が進み、動作チェックのためのパ
イロット実験も完了した。 

 
（３）全体の評価 

以上より、本研究の達成度はスケジュール
どおりに４年間のうちの３年間を達成して
おり、３年目が終わった現時点において 75％
の達成度と評価する。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度にあたる平成 23 年度には、スケ
ジュール通りに、量的影響と質的影響の受け
手への影響を比較するための実証実験を行
う予定である。このための実証用 Web サイ
トの開発および動作チェックは、すでに完了
している。 

平成 23 年度の実験は、刺激財としてリゾ
ートホテルを用いるため、これに高関与な被
験者を用いる必要があり、東北大学の学生を
被験者とするのではなく、ネット調査会社の
モニターを利用する。これにより、リゾート
ホテルや長期滞在型旅行に関心の高い被験
者をスクリーニングした上で、本実験を実施
する予定である。 
このためのネット調査会社との打合せを

進め、本実験は平成 23 年度の夏または初秋
に実施する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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